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ネバーギブアップ運動会 

１週間前の今日、運動会でした。あの時、ご挨拶で「執念の運動

会、ネバーギブアップ運動会」とお話しました。前日から午前中ま

で雨が降り続く天気に、「まさかこの中で運動会？」と思われた方も

みえたのではないでしょうか。 

１０日の天気予報は微妙でした。前日の予報では、午前中は雨で

午後からは晴れそう。気象レーダーでは１０時頃に雨雲が抜ける、

その後に運動場を整備する時間を考え、８時３０分にスタートする

運動会を３時間遅れの１１時３０分から行うと、前日にメールでお

知らせしました。（当日、４時間遅れに変更しました。） 

予報通り、前日から降り続いている雨はまだやみません。運動場

は水浸しです。テレビの気象レーダーを見ながら、「雨雲よ、早く抜

けてくれ。」とひたすら祈りながら、すぐに準備を始める体制で待ち

ました。雨が上がると同時に、運動場の水たまりをスポンジで吸い取り、砂場の砂をバケツで運び入れ、

運動場を整備。するとお日様も出てきて、午前中の雨がうそのように晴れ渡り、午後からの運動会は暑す

ぎるくらいの気温の中で、無事に開催することができました。 

園児たちは生き生きとした笑顔で、練習以上の演技をご家族皆様の前で披露してくれました。転んでも

平気。組み立てでお腹がぬれても頑張りました。お洗濯が大変だったかもしれません。昨年まではコロナ

により、保護者お二人しか参加できませんでしたが、今年は車１台に乗れる人数までとしたことで、ご祖

父母様もおみえになり、ご家族皆様の応援に、子どもたちも張り切った姿を見せてくれました。 

子どもたちや先生たち、そして保護者の皆様方の「ネバーギブアップ」という強い気持ちが一つになり、

運動会の開催につながったと思います。ご協力に心より感謝申し上げます。 

 

インクルーシブ教育とは？ 

 左の記事は、昨日中日新聞の名古屋版に掲載された記事です。

これは国連の障害者権利委員会が、障害者権利条約に基づき、

日本政府に対して障害者を分離した特別支援教育の中止など

を求める勧告が発表されたため、私が所属する「教育・スポー

ツ委員会」で、私が質問したことを新聞が取り上げてくれまし

た。質問の詳細は、私神戸洋美のホームページの「議会レポー

ト」に掲載してありますので、ご覧ください。 

 記事にもありますように、春日井の園で受け入れたお子さん

の話です。主治医の先生は「障害はこの子にとって、一生受け

入れていかなければならない。だからみんなと同じように、ク

ラスで生活させることが必要なのだ。」と言われました。私は

「目からウロコ」状態で、自分が障害のある人に対して、上か

ら目線だったことを恥ずかしく思いました。共に生活する中で、

他の園児もさりげなくサポートし、良い経験だったと思います。

お子さんは無事に卒園しました。 

 ただ日本の教育は、その子の能力に合わせた特別支援という

形で学校を設置してきました。それが海外からは差別と言われ

てしまったのです。理想と現実とのギャップをどのように埋め

ていくのか、教育現場を見直す時に来ています。 


